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●点鐘         会長 中田 学 
●ロータリーソング 
         それでこそロータリー 
●四つのテスト 
●本日のゲスト 
 国際ロータリー第 2630 地区 
 米山記念奨学生     魏 藍天 様 
     令夫人     鮑 婉雪 様 
●会長挨拶       会長 中田 学 
こんにちは！ 会長の

時間です。 

本日の例会は、米山記

念奨学委員会、清水委

員長にご担当いただき

ます。昨年５月から、米

山記念奨学生として、

魏 藍天（ギ ランテ

ン）さんを受け入れさ

せていただきました。

今月で最後となりました。あらためてですが、魏さ

んは、岐阜大学工学部博士課程に在席し、岐阜市内

で生活されていますが、高山中央ロータリークラ

ブが世話クラブということで、毎月、遠方をお越し

いただきました。岐阜からなので、高山に来るのに、

諸々、負担もあったと思いますが、お会いしても、

いつもニコニコと笑顔を絶やさず、例会では自国

や自身のことをスピーチしていただき、家族例会

には奥様と一緒に出席いただき、節分例会では、お

酒を美味しく飲ませていただき、楽しく交流する

ことができました。昨日も、送別会ということで、

奥様も一緒に委員会の皆さんと楽しく一杯やらせ

ていただきました。しばらくは岐阜で、奥様ともど

も仕事をされるそうなので、今後の交流の約束も

させていただきました。私、以前、中国の西安へ旅

行しました。ここは、紀元前２２１年は初めて中国

を統一した、兵馬俑で有名な秦の始皇帝が都とし

た処で、西暦 581 年建国の隋、西暦 618 年建国の

唐の都で、当時は長安といい、シルクロードの東の

出発点です。観光で、お寺に行きましたが、三蔵法

師の経典が納められた５重塔があったりして京都

っぽいなあと思っていると、かつて、空海（弘法大

師）が留学し、帰国後に、縁起のいい始皇帝の陣地

の配置などに影響を受けながら、長安を真似て、平

安京をレイアウトしたそうです。この時代、いわゆ

る遣隋使や遣唐使といった日本からの留学が活発

におこなわれ、中国で学んだ日本の留学生が、日本

人の心のふるさとである「京都」のまちづくりに大

きく関り、近年では、日本に来た中国からの留学生

が、中国に戻られて、自国の経済的発展に力を尽く

されています。こうしてみると、ずっとつながって

いるなぁと感じますし、今、いろいろと難しい問題

も抱えていますが、これからも、この「つながり」

をより良いものしていってほしいと願うばかりで

す。 

魏さんにおかれましては、今後、日本か、中国かで、

大きく活躍していただき、米山奨学金の目的であ

る、日本と中国の懸け橋となって、国際親善と世界

平和に寄与していただくことを心よりお願いいた

します。そして、各地で高山のＰＲもよろしくお願

いします。米山は留学生支援なので、これまでは、

どうしても近隣に大学のあるクラブが世話クラブ

となっていましたが、どうせなら、地区内の様々な

クラブに散ってもらって、各地でいろいろなこと

を学んで欲しいということで、広く持ち回りとな

り、当クラブでは、２０１８～１９年、ベトナムか

らのレバンチさん、そして今回、中国からの魏さん

ということです。 

今回もまた、素晴らしい交流ができたと思ってい

ますし、持ち回りですので、今後またこのような機

会があると思いますが、是非とも積極的に取り組

んでいただきたいと思います。 

清水委員長におかれましては、カウンセラーとい

◆会長  中田 学   ◆幹事  二木 公太郎   ◆会報委員長 西 美紀  ◆会報担当 高木 純 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1316 回 

56 名 56 名 44 名 ----- 78.57％ 

前々回 

1314 回 
56 名 56 名 45 名 2 名 83.93％ 
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うことで、世話クラブの受け入れ窓口として、いろ

いろ動いていただいて、しっかりと魏さんのお世

話をしていただきました。年度をまたいでの事で

したので、ご苦労もおかけしましたが、本当にあり

がとうございました。そして、本日、例会の後半で

「大きく変わる相続制度」ということで、法務局 

大川支局長様にお話しいただきます。 

最後になりますが、高山市内、コロナ、随分落ち着

きを見せてきましたし、今日から、マスクは自己判

断で、となりましたので少し気楽になりましたが、

今年は、花粉症もひどいようです。コロナ一辺倒か

ら、頭の切り替えが必要となりますが、体調管理に

お努めいただくことをお願いして会長の時間とし

ます。ありがとうございました。 

●幹事報告        二木 公太郎 

◎国際ロータリー第2630地区ガバナー事務所より 

  ・2 月クラブ増強報告書 

○国際ロータリー第2630地区濃飛グループ次期ガ

バナー補佐より 

  ・次年度ＩＭおよびガバナー公式訪問につい 

   て 

   （ＩＭとガバナー公式訪問は従来通り高山 

    ３ＲＣで行う） 

＜高山・デンバー友好協会より＞ 

  ・デンバー市ハンコック市長ご一行歓迎レセ 

   プション開催について 

●米山記念奨学委員会   
          委員長 清水 幸平 
米山奨学生の魏さんを

高山中央ロータリーク

ラブにお迎えして 1 年

が経ち、早くも今日は

送別の例会となりまし

た。毎月お会いし親し

くさせていただいたの

で、誠に寂しい感があ

ります。 

魏藍天さんとは、名古

屋グランドホテルでのオリエンテーションで初め

て出会った時から親しくさせていただき、親交を

深めることができました。毎月 1 回の例会日は、

魏さんは朝早くバスで岐阜を出発され、例会前の 2

時間ばかりは二人で語り合う時間を過ごしました。

日本での生活や家族のこと、中国の歴史や中国の

若者のことなどを語り合い、その中でお互いの国

民が理解し協力することができると確信しました。 

魏さんは、博士号も取得されますし、近くフランス

で開催される国際会議で発表されるなど大変優秀

な学生です。今後は米山記念奨学生としてロータ

リーで学んだことを今後の人生で生かしてほしい

と思います。そして将来は日中友好のために働い

てほしいと希望します。 

一年間という短いお付き合いでしたが、今後も機

会があればクラブの一員として歓迎したいと思い

ます。また会員の皆様も今後とも親しく交流を続

けていただきたいと存じます。 

魏さんご夫婦のご健勝と、今後ますますのご活躍

をご祈念申し上げます。 

●米山記念奨学生挨拶   魏 藍天 様 

皆さま、こんにちは。

米山記念奨学生の魏

です。逢うは別れの始

め、あっという間に一

年が経ちました。本日

は奨学生として最後

の例会の出席です。こ

の一年間付き合って

仲良くして頂き本当

にありがとうござい

ました。去年 4 月、奨学生の初の行事オリエン

テーションの日で、初めてカウンセラーの清水

さんと会いました。あの日は各奨学生が 5 分の

スピーチをしないといけないんです。自分はも

のすごく緊張してて、その日の前日も夜更かし

して練習しました。そして当日大体受付時間の

30 分前早めに名駅の近くにある会場に着きまし

た。でも自分が着いた時、清水さんも既にロビー

にいらっしゃいました。清水さんはとても熱心

で、事前に私の情報をチェックしました、また高

山中央 RC についても色々案内して頂きました。

会場で初めてRCのランチを食べさせて頂きまし

た。ちなみにたぶん休日の関係もあるし、あの日

のランチは“ロータリーランチ”の中で一番ゆっ

くりでした。五月、高山に来て初めての定例会に

出席しました。あの頃の会長はまだ大原さんで

した。その日は、私だけでなく。確かに中屋さん

もあの日で入会したそうです。最初自分と名刺

を交換した方も中屋さんでした。そして会場で

名刺の交換を軸として、挨拶しました。六月で、

2回目の出席は夜の最終慰労例会でした。日本に

来て初めて宴席の経験でした。宴席で高山独自

の「めでた」文化を初めて体験しました。突然で

皆さん唱和を始め、びっくりしました。七月には、

定例会の出席以外に、地区の奨学生卓話の研修

会にも参加しました。研修会で「学ことよりまず

は行動しよう」という言葉を覚えました。その研

修会の後、妻を誘って一緒に大垣西ローターア

クトクラブが主催したゴミ拾いのボランティア

活動に参加しました。また今も大垣西ローター

アクトクラブのメンバーと付き合って、月々の

ボランティア活動に参加しています。これらの

活動を通じて、社会奉仕による達成感がすごく
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感じます。また地元の人との繋がりも出来まし

た。十月で、濃飛グループの IM と地区大会にも

出席させて頂きました。その二つの会で、三つの

講演を聞きました。一番印象に残ったのは枝廣

淳子先生の地域経済の発展をテーマにした講演

でした。あれの影響を受けて、買い物はネット通

販ではなく、なるべく地元のお店でするという

意識を付けられました。年を明けて、一月の家族

新年例会と二月の節分例会、この二つの夜例会

に連続で出席しました。毎回ロータリーに来て

帰った時、ロータリーのこと、高山のことについ

て逐一妻と話します。家族新年例会で初めて妻

を高山中央に連れて来ました。節分例会で初め

て神社でのお祓いを体験しました。年男ではな

いけどはっぴを着せて頂きました。本当にいい

経験でした。 

一年前、自分の世話クラブが高山にある RC を知

らされた時とても嬉しかったです。当時の高山

に対する印象は、長い歴史を持つとても有名な

観光地でした。一年間後の現在、高山市について

新たな認識を得ることができました。高山市に

は独特の文化があり、人々は伝統を守りながら

新しいことを受け入れます。街から日本中、世界

中の人々と出会えます。それよりも、皆様のよう

な職業奉仕を実践してるロータリアン達と、高

山中央 RCのようなグループがあって、こんな古

い街であんな活気がある経済を作り、商売の繁

栄を築いてきました。高山は自分にとってもう

既に第二の故郷です。皆様のことが親戚や家族

と思っております。高山に来て本当に良かった、

最高でした。来月から名古屋工業大学で働きま

す。でも岐阜市に住み続けます。本日で奨学生と

して最後の例会ですが、皆様との付き合いは、決

して最後ではないです。皆様との友情は、決して

忘れられないものです。高山で皆さまと一緒に

経験した事は、私にとって全部が今後の人生の

宝物です。 

最後になりますが、皆さまのご健勝ご活躍をお

祈りするとともに、高山中央 RC のさらなる発展

を祈念します。この一年間本当にありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3 月 19 日（日）のポリオ根絶募金にご協力を 

  お願いします。        植木 眞吾 

 

  今月は、妻の誕生日に花が届く予定ですので。 

                 三枝 祥一 

 

  先日は結婚記念日のお祝いを頂きありがとう 

  ございました。今日がリアル結婚記念日です。 

  しみじみ愛を感じたいと思います。 

                大保木 正博 

 

  今日からマスク着用が自己判断になりました 

  が、歯科では待合室での着用を今まで通りお 

  願いする事になりました。よろしくお願いし 

  ます。            鶯塚 英雄 

 

  いろいろありまして欠席が続きすいません。 

  嫁さんが札幌の息子の所に 2・3日行ってしま 

  ったので 93 歳の母の守りは大変でした。 

  嫁さんに感謝しかありません。 

  と思いニコニコへ。       高木 純 

 

＜ニコニコ BOX＞ 


